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セスク・グラネ

スペインバルセロナ出身。3Dキャラクター専門
デザイナー、イラストレーター。

• 2007年からフリーランスとして、バルセロナ
とカタールで経験を積み、2018年からは拠点を東
京に移す。

• 現在は、アジア（日本、中国）、ヨーロッパ、
中東においてアニメーション、ゲーム、デジタル
レンダリング、漫画、マスコット、アートショー
を手がける。

• 日本ではコンタクトレンズ「レニュー」のレ
ンズ菌の全キャラクターデザインを担当。



「クリエイター×地域資源」プロジェクトの概要

・2020年10月～現在までにおもに首都圏から計8組のクリエイ 
 ターとのプロジェクト。2021年度で計7組。

・ クリエイターは3Dキャラクターデザイナー、グラフィックデザイ
  ナー、ARデザイナー、陶芸家、インスタグラマー、You tuberなど

・プロセス
 ①勝山へ来訪②地域リサーチ③地元企業・行政との交流
 ④試作品制作⑤オンラインにてプロジェクト継続
 ⑥ローンチ
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プロジェクトの関
わり方

ニーズ、メリット 通常業務
（普段、何をしているか）

行政

・プロジェクトの試
走段階のイニシャル
予算の提供

・PR協力

・コミュニティの活性化
・普段の関係性とは異なる人的交流
・まちの魅力の向上

・ふるさと、観光、商工にかかわる公務全般

観光DMO
（まちづくり会

社）

・試作品テスト販売
の機会提供

・開発時のフィード
バック

・ブランディング、PRの機会
・普段の関係性とは異なる人的交流
・新たなプロダクト開発

・恐竜のお土産ショップの運営（恐竜博物　
　館敷地内）
・道の駅の運営
・イベントの運営
・レストランのマネジメント

地元企業
（縫製会社）

・プロダクトのプロ
トタイプ（試作品）
開発、伴走

・ものづくりDIYス
ペースの開放

・新しい発想、アイディアの獲得
・企業のブランディング、PRの機会
・新サービス、プロダクトの試行
・普段の関係性とは異なる人的交流

・パンツ、スカート製造（OEM）
・ものづくりDIYスペースの試験運用

クリエイター

・アイディア提供

・作品づくり

・イベント等の講
師

・都市圏からの脱出（自然、余暇）
・地域資源を活用した新しい試作品づくり
・商業目的以外で創作するモチベーション
・普段の関係性とは異なる人的交流

・主に商業目的でのデザイン



WHY（なぜ）

・まちの地域資源が核となり、それを起点にして、まちのらしさ、強みを発見。
 それを内部と外部とで磨いていくプロセスの中でエネルギーと継続的な価値を
 生むサイクルをつくりたい
 
・繊維産業はまちの歴史的資産であり、ここが先進的でクリエイティブな価値を
 つくることができれば、エンジン（ハブ）となる可能性が高い

・恐竜は子ども向け、ファミリー向けの商品やサービスが圧倒的に多いが、デザ 
 インなどにより、年代や性別の幅が広げられる



HOW（どのように）

・クリエイターに関係人口として中長期で関わってもらうため、
 プロジェクト化。彼らが持つ、創造性と柔軟性を借りて、まち
 の人達とともにマインドを変えていく 

・アウトプットは、具体的なプロダクトをつくるときもあれば、
 クリエイター側のメディアのコンテンツになる場合もある

・一緒に何かを創る過程を共有し、さらに、そのアウトプットが発信
 になり、評価がされることを目指す



繊維×クリエイター
(with 繊維会社)



Asuka Watanabe（代表作：フジロックのメインビジュアル）







国際クリエイターチーム（サンカク×Tokyo kbd）



You tubeチャンネル LIL’ TV（ドラァグクイーン）



Hangover plate（インスタグラムメディア）



端材を活用したキッチンアパレル・グッズ（4月4日にローンチ予定）



g KEYAKIZAKA（六本木ヒルズ内のギフトショップ）



101種類の端材を活用した風呂敷



恐竜×クリエイター
（with 観光まちづくり会社）
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Kenichiro Takamatsu
インスタ向け恐竜ARフィルター（インスタにて勝山DMOで検索）



渋草柳造窯（岐阜・高山）



恐竜JKシリーズ（リユース食器）



Vision（展望）

・プロジェクトにより。クリエイティブなひとたちが定期的に集まる。
 そこに具体的な場（例：DIYスペースやデザインラボ）があり、
 まちの人と外部のひとが共創するようにしたい

・クリエイティブエンジン（ハブ）が継続的に、新しい、センスの良い発
 信を続けることで、勝山の価値が高まる。→結果的に、移住者やワー
 ケーションで来訪する人たちが増える

・クリエイティブ＝デザインの専門家のみしかできないというマインドを
 変え、自分たちでも新しい価値が創造できるようになる環境づくり
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まちのデザインスクール

市民がクリエイティブに課題を解決ができる力やマインドをつける
パートナー
勝山市および観光まちづくり会社

コンセプト
ビジュアルデザインではなく、自らや周縁で起こっている課題や変化をとらえ、自身のビジョンや意志をカタチにしても
らうマインドやスキルの醸成を共創する場。

コンテンツ
1回目をコミュニティデザイン、2回目をコミュニケーションデザインとしてリノベーショ
ンやPRのプロとして活躍している講師を招きワークショップ。

意識したこと
普段、取り組んでいることの意義を深く考えるようになったり、自身で課題を見つけたり、他者のストーリーを通して、
存在意義を感じやすくなる、講師と参加者、また参加者同士がより対話的で自身の価値観を深められる場作り。









ありがとうございました
西垣 翔太






